
2
開発建設部

平
成
25
年
度
の
水
に
関
す
る
動
き
に
つ
い
て

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
に
お
い
て

は
、
平
成
25
年
度
の
水
に
関
す
る
主
な
動
き

を
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

①
離
島
に
お
け
る
少
雨
状
況
に
つ
い
て

平
成
25
年
は
沖
縄
本
島
だ
け
で
は
な
く
、

周
辺
離
島
で
も
降
雨
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
一

部
離
島
で
は
制
限
給
水
が
行
わ
れ
る
厳
し
い

状
況
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
う
ち
、
久

米
島
町
に
お
い
て

は
、
平
成
25
年
８

月
22
日
か
ら
夜
間

断
水（
21
時
〜
翌

朝
６
時
）が
実
施

さ
れ
、
８
月
31
日

か
ら
中
断
し
、
平

成
26
年
３
月
11
日

に
正
式
に
解
除
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
座
間
味

村
で
は
平
成
25
年

10
月
１
日
か
ら
夜

間
断
水（
21
時
〜

翌
朝
７
時
）が
実
施
さ
れ
、
平
成
26
年
２
月
10

日
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

②
宜
野
座
村
大
川
ダ
ム
の
取
水
停
止
と

漢
那
ダ
ム
か
ら
の
代
替
取
水

平
成
25
年
８
月
５
日
に
発
生
し
た
米
軍
ヘ

リ
の
キ
ャ
ン
プ
ハ
ン
セ
ン
内
へ
の
墜
落
事
故

に
よ
り
、
宜
野
座
村
は
、
村
管
理
の
「
大
川

ダ
ム
」
か
ら
の
取
水
を
緊
急
停
止
し
ま
し
た
。

宜
野
座
村
は
、
沖
縄
県
に
対
し
て
大
川

ダ
ム
取
水
停
止
に
伴
い
村
内
に
給
水
不
可
と

な
っ
た
1
，
０
０
０
㎥
/
日
に
つ
い
て
、
国

管
理
の
漢
那
ダ
ム
か
ら
の
代
替
取
水
を
要
請

し
、
県
は
、
事
態
の
緊
急
性
に
鑑
み
、
宜
野

座
村
の
要
請
を
受
け
て
漢
那
ダ
ム
か
ら
の
代

替
取
水
を
了
承
し
、
即
日
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
取
水
に
つ
い
て
は
、
宜
野
座
村
が

漢
那
ダ
ム
に
対
し
て
保
有
し
て
い
る
既
得
農

業
水
利
権
の
う
ち
、
現
在
、
使
用
し
て
い
な
い

分
に
つ
い
て
沖
縄
県
は
水
利
権（
河
川
法
第
23

条
）の
処
分
で
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
大
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
８
月
13
日
よ
り
取
水
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

③
金
武
ダ
ム
の
完
成

建
設
中
だ
っ
た
億
首
ダ
ム
は
、
平
成
26
年
２

月
に
金
武
ダ
ム
に
名
称
を
変
え
、
同
年
４
月
よ

り
供
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

金
武
ダ
ム
は
億
首
川
に
あ
る
水
道
専
用
の

（
旧
）金
武
ダ
ム
の
再
開
発
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
ダ
ム
の
規
模

は（
旧
）金
武
ダ
ム

と
比
較
し
て
高
さ

が
約
３
倍
、
総
貯

水
容
量
は
約
10
倍

と
な
っ
て
い
ま

す
。

④
沖
縄
北
部
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

直
轄
多
目
的
10
ダ
ム
の
完
成
と
な
る
一

連
の
節
目
に
お
い
て
、「
沖
縄
北
部
ダ
ム
湖
サ

ミ
ッ
ト
」
が
平
成
26
年
２
月
22
日
に
名
護
市

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
の
発
展
を
支
え
る
水
と
本
島
北
部
地

域
の
水
源
地
環
境
の
将
来
的
な
保
全
は
、
沖

縄
県
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
会
議

で
は
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン（
※
）を
テ
ー
マ
に
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議
論
を
行
い
、
具
体
的
な
行
動
の
第
一
歩
と

し
て
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。

（
※
）水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン　

ダ
ム（
水
）を
地

域
の
資
源
と
捉
え
、
水
源
地
域
の
自
主
的
・

持
続
的
な
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
ダ
ム
水

源
地
の
自
治
体
・
住
民
や
関
係
行
政
機
関
で

策
定
す
る
行
動
計
画
で
す
。

⑤
海
水
淡
水
化
施
設
フ
ル
稼
働

沖
縄
県
企
業
局
の
施
設
で
あ
る
海
水
淡
水

化
施
設
は
、
沖
縄
県
北
谷
町
に
あ
り
、
平
成

５
年
度
に
着
工
さ
れ
、
平
成
９
年
４
月
か
ら

は
１
日
最
大
４
万
ト
ン
の
海
水
淡
水
化
水
を

生
産
で
き
る
国
内
最
大
級
の
施
設
と
し
て
、

供
用
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

沖
縄
本
島
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年
は
６

月
〜
９
月
の
少
雨
の
の
ち
は
、
ほ
ぼ
平
年
並

の
降
雨
は
あ
っ
た
も
の
の
、
年
間
を
通
し
て

は
平
年
を
下
回
る
降
水
量
で
あ
り
、
冬
場
で

あ
る
12
月
か
ら
２
月
は
ダ
ム
貯
水
量
の
減
少

傾
向
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
１
月
31
日
、
沖
縄
県
企
業
局
は

貯
水
率
の
減
少
傾
向
が
続
い
た
場
合
を
想
定

し
た
対
応
策
と
し
て
、
海
水
淡
水
化
施
設
の

最
大
稼
働
を
２
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

最
大
稼
働
は
２
月
４
日
〜
３
月
18
日
ま
で

実
施
さ
れ
、
そ
の
間
、
合
計
１
，
３
１
１
．

７
万
ト
ン
の
水
が
供
給
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
１
日
平
均
に
す
る
と
約
３
万
ト
ン
が
供
給

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
国
・
県
・
企
業
局
ダ

ム
や
河
川
・
地
下
水
も
含
め
た
上
水
道
の
日

需
要
量
に
占
め
る
割
合
は
約
７
％
と
な
り
、

そ
の
分
、
国
・
県
管
理
ダ
ム
の
貯
水
を
温
存

す
る
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

⑥
連
続
給
水
20
周
年

平
成
26
年
３
月
１
日
を
も
っ
て
、
沖
縄
県

企
業
局
は
連
続
給
水
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。

最
後
の
給
水
制
限
が
実
施
さ
れ
た
の
は
平
成

６
年
３
月
１
日
で
し
た
。

最
後
の
給
水
制
限
が
実
施
さ
れ
た
平
成
６

年
以
降
も
平
均
降
水
量
を
下
回
る
少
雨
の
年

は
あ
っ
た
も
の
の
、
倉
敷
ダ
ム（
平
成
８
年
）、

海
水
淡
水
化
施
設（
平
成
９
年
）、
羽
地
ダ
ム

（
平
成
17
年
）、
大
保
ダ
ム（
平
成
23
年
）が
次
々

と
完
成
・
稼
働
さ
れ
て
お
り
、
水
資
源
の
安

定
供
給
に
資
し
て
い
ま
す
。
今
年（
平
成
26
年
）

金
武
ダ
ム
が
完
成
し
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る
水
資

源
の
開
発
は
ひ
と
つ
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

私たちは、沖縄北部ダム湖サミットにおいて、やんばるの自然と水の大切さを念頭に、
以下のとおり理念や方針を共有し、具体的な行動の第一歩とする。

【今後の展開（案）】
①ダム個々の水源地域ビジョンから総合的なビジョンを策定する
②水源地北部地域と中南部地域等との交流･連携の場を創出する

一　やんばるの貴重な自然は沖縄の宝であり、本島における貴重な水源地でもあることから、
　　県民全体で森を守り、水を守ることが重要。

平成26年２月22日
沖縄北部ダム湖サミット参加者一同

一　ダムの存在する北部地域の連携のみならず、中南部地域との交流･連携を促進。

沖縄北部ダム湖サミット宣言

一　水源地やんばるの自然やダム湖の魅力を活かした活動を通じて、森や水の大切さを広
く認識してもらえるように努力。
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